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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コール付加サービス構成の同期装置の作動方法であって、前記同期装置は、構成命令受
信モジュールと、回線交換ドメイン構成モジュールと、フィードバック情報受信モジュー
ルと、ローカル構成モジュールと、を備え、前記作動方法は、
　前記構成命令受信モジュールが、入力された付加サービス構成命令を受信し、前記付加
サービス構成命令に対応する構成パラメータを取得するステップと、
　前記回線交換ドメイン構成モジュールが、回線交換ドメインを用いて、前記構成パラメ
ータを移動交換局にアップロードするステップであって、それにより前記移動交換局は、
前記構成パラメータを前記回線交換ドメインのコール付加サービス構成として、ホームロ
ケーションレジスタに保存する、ステップと、
　前記フィードバック情報受信モジュールが、返された構成フィードバック情報を受信す
るステップと、
　前記ローカル構成モジュールが、前記構成フィードバック情報に従って、構成が成功し
たか否かを決定し、前記構成パラメータを端末上のコール付加サービス構成として保存す
るステップと、
　ネットワークハンドオーバが発生したことが検出されたとき、前記ローカル構成モジュ
ールが、前記端末上のコール付加サービス構成を前記移動交換局にアップロードするステ
ップであって、それにより前記移動交換局は、前記端末上のコール付加サービス構成を前
記回線交換ドメインの前記コール付加サービス構成として、前記ホームロケーションレジ
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スタに保存する、ステップと、
　を含む、作動方法。
【請求項２】
　前記同期装置は、電源投入同期モジュールを更に備え、
　前記作動方法は、入力された付加サービス構成命令を受信する前記ステップの前に、前
記電源投入同期モジュールが、
　電源投入命令を受信し、前記回線交換ドメインを用いて、前記ホームロケーションレジ
スタから、前記回線交換ドメインのコール付加サービス構成をダウンロードするステップ
と、
　ダウンロードされた前記回線交換ドメインの前記コール付加サービス構成を、端末上の
コール付加サービス構成として保存するステップと、
　を更に含む、請求項１に記載の作動方法。
【請求項３】
　前記同期装置は、構成表示モジュールを更に備え、
　前記作動方法は、入力された付加サービス構成命令を受信する前記ステップの前に、前
記構成表示モジュールが、
　サービス構成表示命令を受信し、前記回線交換ドメインを用いて、前記ホームロケーシ
ョンレジスタから、前記回線交換ドメインのコール付加サービス構成をダウンロードする
ステップと、
　ダウンロードされた前記回線交換ドメインの前記コール付加サービス構成を、端末上の
コール付加サービス構成として保存し、前記端末上のコール付加サービス構成を表示する
ステップと、
　を更に含む、請求項１に記載の作動方法。
【請求項４】
　前記回線交換ドメインのコール付加サービス構成は、無線インタフェースレイヤの通信
インタフェース関数を用いて、前記ホームロケーションレジスタからダウンロードされる
、
　請求項２又は３に記載の作動方法。
【請求項５】
　前記構成フィードバック情報に従って、構成が成功したか否かを決定する前記ステップ
の後に、前記作動方法は、前記ローカル構成モジュールが、
　前記構成が失敗した場合、前記構成パラメータを端末上のコール付加サービス構成とし
て保存するステップと、
　前記端末上のコール付加サービス構成を定期的に前記移動交換局にアップロードするス
テップであって、それにより前記移動交換局は、前記端末上のコール付加サービス構成を
前記回線交換ドメインの前記コール付加サービス構成として、前記ホームロケーションレ
ジスタに保存する、ステップと、
　を更に含む、請求項１に記載の作動方法。
【請求項６】
　コール付加サービス構成のための同期装置であって、
　入力された付加サービス構成命令を受信し、前記付加サービス構成命令に対応する構成
パラメータを取得するように構成される構成命令受信モジュールと、
　回線交換ドメインを用いて、前記構成パラメータを移動交換局にアップロードするよう
に構成される回線交換ドメイン構成モジュールであって、それにより前記移動交換局は、
前記構成パラメータを前記回線交換ドメインのコール付加サービス構成として、ホームロ
ケーションレジスタに保存する、回線交換ドメイン構成モジュールと、
　返された構成フィードバック情報を受信するように構成されるフィードバック情報受信
モジュールと、
　前記構成フィードバック情報に従って、構成が成功したか否かを決定し、前記構成パラ
メータを端末上のコール付加サービス構成として保存し、ネットワークハンドオーバが発
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生したことが検出されたとき、前記端末上のコール付加サービス構成を前記移動交換局に
アップロードし、それにより前記移動交換局は、前記端末上のコール付加サービス構成を
前記回線交換ドメインの前記コール付加サービス構成として、前記ホームロケーションレ
ジスタに保存するように構成されるローカル構成モジュールと、
　を備える、コール付加サービス構成のための同期装置。
【請求項７】
　電源投入同期モジュールを更に備え、
　前記電源投入同期モジュールは、電源投入命令を受信し、前記回線交換ドメインを用い
て、前記ホームロケーションレジスタから、前記回線交換ドメインのコール付加サービス
構成をダウンロードし、
　ダウンロードされた前記回線交換ドメインの前記コール付加サービス構成を端末上のコ
ール付加サービス構成として保存するように構成される、
　請求項６に記載のコール付加サービス構成のための同期装置。
【請求項８】
　構成表示モジュールを更に備え、
　前記構成表示モジュールは、サービス構成表示命令を受信し、前記回線交換ドメインを
用いて、前記ホームロケーションレジスタから、前記回線交換ドメインのコール付加サー
ビス構成をダウンロードし、
　ダウンロードされた前記回線交換ドメインの前記コール付加サービス構成を端末上のコ
ール付加サービス構成として保存し、前記端末上のコール付加サービス構成を表示するよ
うに構成される、
　請求項６に記載のコール付加サービス構成のための同期装置。
【請求項９】
　前記回線交換ドメインのコール付加サービス構成は、無線インタフェースレイヤの通信
インタフェース関数を用いて、前記ホームロケーションレジスタからダウンロードされる
、
　請求項７又は８に記載のコール付加サービス構成のための同期装置。
【請求項１０】
　前記ローカル構成モジュールは更に、前記構成が失敗した場合、前記構成パラメータを
端末上のコール付加サービス構成として保存し、
　前記端末上のコール付加サービス構成を定期的に前記移動交換局にアップロードするよ
うに構成され、それにより前記移動交換局は、前記端末上のコール付加サービス構成を前
記回線交換ドメインの前記コール付加サービス構成として、前記ホームロケーションレジ
スタに保存する、
　請求項６に記載のコール付加サービス構成のための同期装置。
【請求項１１】
　コール付加サービス構成のための同期システムであって、端末及びホームロケーション
レジスタ及びホームサブスクライバサーバを備え、
　前記端末は、入力された付加サービス構成命令を受信し、前記付加サービス構成命令に
対応する構成パラメータを取得し、回線交換ドメインを用いて、前記構成パラメータを移
動交換局にアップロードするように構成され、それにより前記移動交換局は、前記構成パ
ラメータを前記回線交換ドメインのコール付加サービス構成として、前記ホームロケーシ
ョンレジスタに保存し、
　前記ホームロケーションレジスタは、前記移動交換局を用いて、対応する構成フィード
バック情報を前記端末に返し、
　前記端末は更に、前記構成フィードバック情報に従って、構成が成功したか否かを決定
し、前記構成パラメータを端末上のコール付加サービス構成として、前記端末に保存し、
前記回線交換ドメインに基づく通信ネットワークにハンドオーバされるとき、前記端末に
保存された前記端末上のコール付加サービス構成を取得し、前記端末に保存された前記端
末上のコール付加サービス構成を、保存のために前記端末に対応する前記ホームサブスク



(4) JP 6567063 B2 2019.8.28

10

20

30

40

50

ライバサーバにアップロードするように構成され、
　前記ホームサブスクライバサーバは更に、前記端末上のコール付加サービス構成を前記
端末に対応する前記ホームロケーションレジスタに送信するように構成され、前記端末上
のコール付加サービス構成は、前記回線交換ドメインのコール付加サービス構成として保
存される、
　コール付加サービス構成のための同期システム。
【請求項１２】
　前記ホームロケーションレジスタは更に、前記端末がマルチメディアサブシステムに基
づく通信ネットワークにハンドオーバされるとき、前記回線交換ドメインの前記端末に対
応するコール付加サービス構成を、前記端末に対応する前記ホームサブスクライバサーバ
に送信するように構成され、
　前記ホームサブスクライバサーバは更に、受信された前記回線交換ドメインの前記端末
に対応する前記コール付加サービス構成を前記端末に送るように構成され、それにより前
記端末は、前記回線交換ドメインの前記端末に対応する前記コール付加サービス構成を、
端末上のコール付加サービス構成として保存する、
　請求項１１に記載のコール付加サービス構成のための同期システム。
【請求項１３】
　請求項１乃至５のいずれか一項に記載の方法を端末に実行させるためのプログラム。
【請求項１４】
　端末と組み合わせて使用するためのコンピュータ可読記憶媒体であって、請求項１３に
記載のプログラムが保存されたコンピュータ可読記憶媒体。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信技術の分野に関し、特に、コール付加サービス構成の同期方法、装置及
びシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　付加サービスは、モバイル通信における基本サービスに対する改良及び付加であり、主
に、コール識別、コール転送、コール完了、多者通話、コール禁止、課金通知及び閉鎖ユ
ーザグループの７つのカテゴリを含む。例えば、コールウェイティングサービスは、音声
通話サービス（基本サービス）の付加サービスのひとつである。コールウェイティングサ
ービスの機能は次のとおりである。携帯電話ユーザが通話中で、ユーザに別の通話が開始
されると、この場合、新しい通話を開始する相手は待機するように設定される。通話中の
ユーザは新しい着信に応答するか、新しい着信を拒否又は無視することができる。
【０００３】
　しかしながら、通信ネットワークの世代交代により、通信ネットワークの各世代におけ
る付加サービスの実施方式は同じではない。例えば、従来の２Ｇ（ＧＳＭ、ＣＤＭＡなど
）又は３Ｇ（ＷＣＤＭＡなど）ネットワークでは、音声通話サービスとそれに対応する付
加サービスは、回線交換ドメイン（すなわちＣＳドメイン、Circuit　Switch）によって
担われ、音声コールサービスのサービス構成は、コアネットワーク内のネットワーク側の
サブスクライバ構成データベース（すなわち、ＨＬＲ、Home　Location　Register、ホー
ムロケーションレジスタ）に保存される。対応する付加サービスが行われると、移動交換
局（ＭＳＣ、Mobile　Switching　Center）は、対応するサービス構成を読み取る。しか
しながら、最近のＬＴＥ（Long　Term　Evolution、Long　Term　Evolutionシステム、す
なわち４Ｇネットワーク）ネットワークでは、音声通話はVoLTE（Voice　over　LTE　Net
work）技術を使用し、ＬＴＥネットワークのＩＭＳ（IP　Multimedia　Subsystem、マル
チメディアサブシステム）ドメインによって担われる。VoLTEサービスのサービス構成は
、端末に保存される。ユーザがＬＴＥネットワークのカバーするエリアから従来の２Ｇ又
は３Ｇネットワークのカバーするエリアに移動して、ハンドオーバが発生すると、コール
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付加サービス構成が同期していない場合が発生し、ユーザは手動で構成を再実行する必要
がある。したがって、従来の技術では、コール付加サービス構成を行う過程で複数の通信
ネットワークに適応する能力が比較的低い。
【発明の概要】
【０００４】
　これに鑑みて、複数の通信ネットワークへの適応能力を向上させることのできるコール
付加サービス構成の同期方法を提供する必要がある。本方法は、
　入力された付加サービス構成命令を受信し、付加サービス構成命令に対応する構成パラ
メータを取得するステップと、
　回線交換ドメインを用いて、構成パラメータを移動交換局にアップロードするステップ
であって、それにより移動交換局は、構成パラメータを回線交換ドメインのコール付加サ
ービス構成として、ホームロケーションレジスタに保存する、ステップと、
　返された構成フィードバック情報を受信するステップと、
　構成フィードバック情報に従って、構成が成功したか否かを決定し、構成が成功した場
合、構成パラメータを端末上のコール付加サービス構成として保存するステップと、
　を含む。
【０００５】
　第１の態様の第１の可能な実施方式では、入力された付加サービス構成命令を受信する
ステップの前に、本方法は更に、
　電源投入命令を受信し、回線交換ドメインを用いて、ホームロケーションレジスタから
、回線交換ドメインのコール付加サービス構成をダウンロードするステップと、
　ダウンロードされた回線交換ドメインのコール付加サービス構成を、端末上のコール付
加サービス構成として保存するステップと、
　を含む。
【０００６】
　第１の態様の可能な実施方式に関して、第２の可能な実施方式では、入力された付加サ
ービス構成命令を受信するステップの前に、本方法は更に、
　サービス構成表示命令を受信し、回線交換ドメインを用いて、ホームロケーションレジ
スタから、回線交換ドメインのコール付加サービス構成をダウンロードするステップと、
　ダウンロードされた回線交換ドメインのコール付加サービス構成を、端末上のコール付
加サービス構成として保存するステップと、
　端末上のコール付加サービス構成を表示するステップと、
　を含む。
【０００７】
　第１の態様及び第１の態様の第１又は第２の可能な実施方式に関して、第３の可能な実
施方式では、回線交換ドメインを用いて、ホームロケーションレジスタから、回線交換ド
メインのコール付加サービス構成をダウンロードするステップは、
　無線インタフェースレイヤの通信インタフェース関数を呼び出し、関数を用いて、ホー
ムロケーションレジスタから回線交換ドメインのコール付加サービス構成をダウンロード
するステップである。
【０００８】
　第１の態様の可能な実施方式に関して、第４の可能な実施方式では、構成フィードバッ
ク情報に従って、構成が成功したか否かを決定するステップの後に、本方法は更に、
　構成が失敗した場合、構成パラメータを破棄するステップ、
　を含む。
【０００９】
　第１の態様の可能な実施方式に関して、第５の可能な実施方式では、構成フィードバッ
ク情報に従って、構成が成功したか否かを決定するステップの後に、本方法は更に、
　構成が失敗した場合、構成パラメータを端末上のコール付加サービス構成として保存す
るステップと、
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　端末上のコール付加サービス構成を定期的に移動交換局にアップロードするステップで
あって、それにより移動交換局は、端末上のコール付加サービス構成を回線交換ドメイン
のコール付加サービス構成として、ホームロケーションレジスタに保存する、ステップと
、
　を含む。
【００１０】
　第１の態様の可能な実施方式に関して、第６の可能な実施方式では、構成フィードバッ
ク情報に従って、構成が成功したか否かを決定するステップの後に、本方法は更に、
　構成が失敗した場合、構成パラメータを端末上のコール付加サービス構成として保存す
るステップと、
　ネットワークハンドオーバが発生したことが検出されたとき、端末上のコール付加サー
ビス構成を移動交換局にアップロードするステップであって、それにより移動交換局は、
端末上のコール付加サービス構成を回線交換ドメインのコール付加サービス構成として、
ホームロケーションレジスタに保存する、ステップと、
　を含む。
【００１１】
　加えて、複数の通信ネットワークへの適応能力を向上させることのできる、コール付加
サービス構成のための同期装置を更に提供する必要がある。
【００１２】
　本発明の実施形態の第２の態様は、コール付加サービス構成のための同期装置を提供す
る。本装置は、
　入力された付加サービス構成命令を受信し、付加サービス構成命令に対応する構成パラ
メータを取得するように構成される構成命令受信モジュールと、
　回線交換ドメインを用いて、構成パラメータを移動交換局にアップロードするように構
成される回線交換ドメイン構成モジュールであって、それにより移動交換局は、構成パラ
メータを回線交換ドメインのコール付加サービス構成として、ホームロケーションレジス
タに保存する、回線交換ドメイン構成モジュールと、
　返された構成フィードバック情報を受信するように構成されるフィードバック情報受信
モジュールと、
　構成フィードバック情報に従って、構成が成功したか否かを決定し、構成が成功した場
合、構成パラメータを端末上のコール付加サービス構成として保存するように構成される
ローカル構成モジュールと、
　を備える。
【００１３】
　第２の態様の第１の可能な実施方式では、本装置は更に、電源投入同期モジュールとを
備える。電源投入同期モジュールとは、電源投入命令を受信し、回線交換ドメインを用い
て、ホームロケーションレジスタから、回線交換ドメインのコール付加サービス構成をダ
ウンロードするように構成され、
　ダウンロードされた回線交換ドメインのコール付加サービス構成を端末上のコール付加
サービス構成として保存するように構成される。
【００１４】
　第２の態様の可能な実施方式に関して、第２の可能な実施方式では、本装置は更に、構
成表示モジュールを備える。構成表示モジュールは、サービス構成表示命令を受信し、回
線交換ドメインを用いて、ホームロケーションレジスタから、回線交換ドメインのコール
付加サービス構成をダウンロードするように構成され、
　ダウンロードされた回線交換ドメインのコール付加サービス構成を端末上のコール付加
サービス構成として保存し、端末上のコール付加サービス構成を表示するように構成され
る。
【００１５】
　第２の態様及び第２の態様の第１又は第２の可能な実施方式に関して、第３の可能な実
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施方式では、電源投入同期モジュール又は構成表示モジュールは、更に、無線インタフェ
ースレイヤの通信インタフェース関数を呼び出し、関数を用いて、ホームロケーションレ
ジスタから回線交換ドメインのコール付加サービス構成をダウンロードするように構成さ
れる。
【００１６】
　第２の態様の可能な実施方式に関して、第４の可能な実施方式では、ローカル構成モジ
ュールは更に、構成が失敗した場合、構成パラメータを破棄するように構成される。
【００１７】
　第２の態様の可能な実施方式に関して、第５の可能な実施方式では、ローカル構成モジ
ュールは更に、構成が失敗した場合、構成パラメータを端末上のコール付加サービス構成
として保存するように構成され、端末上のコール付加サービス構成を定期的に移動交換局
にアップロードするように構成される。それにより移動交換局は、端末上のコール付加サ
ービス構成を回線交換ドメインのコール付加サービス構成として、ホームロケーションレ
ジスタに保存する。
【００１８】
　第２の態様の可能な実施方式に関して、第６の可能な実施方式では、ローカル構成モジ
ュールは更に、構成が失敗した場合、構成パラメータを端末上のコール付加サービス構成
として保存するように構成され、ネットワークハンドオーバが発生したことが検出された
とき、端末上のコール付加サービス構成を移動交換局にアップロードするように構成され
る。それにより移動交換局は、端末上のコール付加サービス構成を回線交換ドメインのコ
ール付加サービス構成として、ホームロケーションレジスタに保存する。
【００１９】
　加えて、複数の通信ネットワークへの適応能力を向上させることのできる、コール付加
サービス構成のための同期システムを更に提供する必要がある。
【００２０】
　本発明の実施形態の第３の態様は、コール付加サービス構成のための同期システムを提
供する。本システムは、端末及びホームロケーションレジスタを備え、
　端末は、入力された付加サービス構成命令を受信し、付加サービス構成命令に対応する
構成パラメータを取得するように構成され、回線交換ドメインを用いて、構成パラメータ
を移動交換局にアップロードするように構成され、それにより移動交換局は、構成パラメ
ータを回線交換ドメインのコール付加サービス構成として、ホームロケーションレジスタ
に保存し、
　ホームロケーションレジスタは、移動交換局を用いて、対応する構成フィードバック情
報を端末に返し、
　端末は更に、構成フィードバック情報に従って、構成が成功したか否かを決定し、構成
が成功した場合、構成パラメータを端末上のコール付加サービス構成として、端末に保存
するように構成される。
【００２１】
　第３の態様の第１の可能な実施方式では、本システムは更にホームサブスクライバサー
バを備え、
　端末は更に、回線交換ドメインに基づく通信ネットワークにハンドオーバされるとき、
端末に保存された端末上のコール付加サービス構成を取得し、端末に保存された端末上の
コール付加サービス構成を、保存のために端末に対応するホームサブスクライバサーバに
アップロードするように構成され、
　ホームサブスクライバサーバは更に、端末上のコール付加サービス構成を端末に対応す
るホームロケーションレジスタに送信するように構成され、端末上のコール付加サービス
構成は、回線交換ドメインのコール付加サービス構成として保存される。
【００２２】
　第３の態様の可能な実施方式に関して、第２の可能な実施方式では、ホームロケーショ
ンレジスタは更に、端末がマルチメディアサブシステムに基づく通信ネットワークにハン
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ドオーバされるとき、回線交換ドメインの端末に対応するコール付加サービス構成を、端
末に対応するホームサブスクライバサーバに送信するように構成され、
　ホームサブスクライバサーバは更に、受信された回線交換ドメインの端末に対応するコ
ール付加サービス構成を端末に送るように構成される。それにより端末は、回線交換ドメ
インの端末に対応するコール付加サービス構成を、端末上のコール付加サービス構成とし
て保存する。
【００２３】
　加えて、上記のコール付加サービス構成のための同期システムについて、対応して、複
数の通信ネットワークへの適応能力を向上させることのできる、コール付加サービス構成
の同期方法を更に提供する必要がある。
【００２４】
　コール付加サービス構成の同期方法は、
　端末が、入力された付加サービス構成命令を受信し、付加サービス構成命令に対応する
構成パラメータを取得し、回線交換ドメインを用いて、構成パラメータを移動交換局にア
ップロードするステップであって、それにより移動交換局は、構成パラメータを回線交換
ドメインのコール付加サービス構成として、ホームロケーションレジスタに保存する、ス
テップと、
　ホームロケーションレジスタが、移動交換局を用いて、対応する構成フィードバック情
報を端末に返すステップと、
　端末が、更に、構成フィードバック情報に従って、構成が成功したか否かを決定し、構
成が成功した場合、構成パラメータを端末上のコール付加サービス構成として、端末に保
存するステップと、
　を含む。
【００２５】
　第３の態様の第１の可能な実施方式では、本方法は更に、
　端末が、回線交換ドメインに基づく通信ネットワークにハンドオーバされるとき、端末
に保存された端末上のコール付加サービス構成を取得し、端末に保存された端末上のコー
ル付加サービス構成を、端末に対応するホームサブスクライバサーバに保存のためにアッ
プロードするステップと、
　ホームサブスクライバサーバが、端末上のコール付加サービス構成を、端末に対応する
ホームロケーションレジスタに保存のために送信するステップと、
　を含む。
【００２６】
　第３の態様の可能な実施方式に関して、第２の可能な実施方式では、本方法は更に、
　ホームロケーションレジスタが、端末がマルチメディアサブシステムに基づく通信ネッ
トワークにハンドオーバされるとき、回線交換ドメインの端末に対応するコール付加サー
ビス構成を、端末に対応するホームサブスクライバサーバに送信するステップと、
　ホームサブスクライバサーバが、更に、受信された回線交換ドメインの端末に対応する
コール付加サービス構成を端末に送るステップであって、それにより端末は、回線交換ド
メインの端末に対応するコール付加サービス構成を、端末上のコール付加サービス構成と
して保存する、ステップと、
　を含む。
【００２７】
　上記のコール付加サービス構成の同期方法では、ローカルのコール付加サービス構成を
実行するとき、ユーザはまず、回線交換ドメインを用いて、ユーザの端末に対応するホー
ムロケーションレジスタに対して構成を実行し、それから、回線交換ドメインの構成結果
に従って、ローカル構成を有効にするか否かを選択する。それにより、ユーザのローカル
構成（ＩＭＳドメインのコール付加サービス）とホームロケーションレジスタに保存され
た構成（ＣＳドメインのコール付加サービス構成）との同期を維持することができる。し
たがって、ＬＴＥネットワークと従来の２Ｇ及び３Ｇネットワークとに同時にユーザのロ
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ーカル構成を適用することができ、端末に保存されたコール付加サービス構成の、複数の
通信ネットワークに適応する能力が改善される。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
　本発明の実施形態又は従来技術における技術的解決策をより明確に説明するために、以
下、実施形態を説明するために必要な添付図面を簡単に説明する。当然ながら、以下の説
明において、添付図面は、本発明の一部の実施形態を示すに過ぎない。当業者であれば、
創意工夫なくこれらの添付図面から更に他の図面を導出することができるであろう。
【図１】実施形態に係る、コール付加サービス構成の同期方法のフローチャートである。
【図２】実施形態に係る、端末がサービス構成を行うプロセスのシーケンス図である。
【図３】実施形態に係る、端末が電源投入され同期プロセスを有効にするシーケンス図で
ある
【図４】実施形態に係る、ユーザが端末の構成インタフェースを開くプロセスのシーケン
ス図である。
【図５】実施形態に係る、端末が定期的且つ自動的に同期されるプロセスのシーケンス図
である。
【図６】実施形態に係る、コール付加サービス構成のための同期装置の概略構造図である
。
【図７】別の実施形態に係る、コール付加サービス構成のための同期装置の概略構造図で
ある。
【図８】別の実施形態に係る端末の概略構造図である。
【図９】実施形態に係る、コール付加サービス構成のための同期システムのトポロジ図で
ある。
【図１０】実施形態に係る、コール付加サービス構成のための同期システムのトポロジ図
である。
【図１１】実施形態に係る、コール付加サービス構成の同期方法のフローチャートである
。
【図１２】実施形態に係る、回線交換ドメインによってカバーされるエリアに端末ネット
ワークがハンドオーバされるプロセスのシーケンス図である。
【図１３】実施形態に係る、ＩＭＳドメインによってカバーされるエリアに端末ネットワ
ークがハンドオーバされるシーケンス図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　以下、本発明の実施形態における技術的解決策を、本発明の実施形態における添付図面
を参照しながら、明確且つ完全に説明する。当然ながら、説明される実施形態は、本発明
の実施形態の一部であり全部ではない。当業者が創意工夫なく本発明の実施形態に基づい
て得た他の実施形態は、全て本発明の保護範囲に包含されるものとする。
【００３０】
　上述したように、LTE（Long　Term　Evolution、Long　Term　Evolutionシステム、す
なわち４Ｇネットワーク）ネットワークは新興ネットワークであり、現在中国では構築段
階にある。したがって、ＬＴＥネットワークと２Ｇ及び３Ｇネットワークが共存する場合
がある。ユーザは、異なる通信ネットワークにおいてコール付加サービスを別個に構成す
る必要がある。この場合、非同期構成の問題が発生する。
【００３１】
　例えば、VoLTEによってカバーされるエリアでは、ユーザは、コールウェイティングサ
ービスを無効にすることを選択する。しかしながら、無効化動作によって生成される構成
は、端末にローカルに保存されるだけであり、２Ｇネットワークの回線交換ドメインのホ
ームロケーションレジスタには保存のためにアップロードされない。したがって、回線交
換ドメインによって担われる２Ｇネットワークによってカバーされるエリアにユーザが移
動した後、音声着信の間、ユーザは依然として、（端末に対応するホームロケーションレ
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ジスタに保存された構成ファイルに依存して）第三者コールから着信リマインダを受信す
ることが可能である。しかしながら、ユーザの実際の意図は、いかなる状況下であっても
、携帯電話でコールウェイティングの無効化が設定されている限り、通話中に着信リマイ
ンダを受信できないことであるだろう。
【００３２】
　したがって、コール付加サービス構成のネットワーク適応を改善するために、具体的に
はコール付加サービス構成の同期方法が提案される。本方法はコンピュータプログラムに
依存することができ、コンピュータプログラムは、フォンノイマン（von　Neumann）シス
テムに従うコンピュータシステム上で動作することができる。コンピュータシステムは、
携帯電話、スマートフォン、ＳＩＭカードをサポートし携帯機能を有するタブレットコン
ピュータ又はパームトップコンピュータなどの電子機器であってよい。
【００３３】
　一実施形態では、具体的には、図１に示されるように、本方法は以下を含む。
【００３４】
　ステップＳ１０２：入力された付加サービス構成命令を受信し、付加サービス構成命令
に対応する構成パラメータを取得する。
【００３５】
　付加サービス構成指示は、付加サービスを構成するための命令であり、例えば、コール
ウェイティングサービスを有効又は無効にするための命令である。構成パラメータは、コ
ール付加サービスを実行するために用いられ、付加サービス構成指示に含まれるパラメー
タである。
【００３６】
　本実施形態では、統一的なコール付加サービス構成インタフェースが表示されてよい。
統一的な構成インタフェースは、全ての既存のモバイルネットワークタイプに適用可能な
コール付加サービスの構成パラメータを構成するために用いられる。例えば、チェックボ
ックス（checkbox）を用いて、コールウェイティングサービスを構成することができる。
ユーザがチェックボックスを選択すると（コールウェイティングサービスを有効化するた
めの構成命令を入力することを意味する）、入力された構成パラメータが有効化される。
又は、ユーザがチェックボックスの選択を解除した場合（コールウェイティングサービス
を無効化するための構成命令を入力することを意味する）、入力された構成パラメータは
無効化される。全てのモバイルネットワークタイプに適用可能であり、且つ統一的な構成
インタフェースを用いて入力される構成パラメータは、端末上のコール付加サービス構成
である。端末上のコール付加サービス構成は、上記のステップを実行する端末に保存され
、コール付加サービス構成が端末に保存されているマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ
ドメイン）又は別の通信ネットワークに対応する４Ｇネットワークに適用することができ
る。
【００３７】
　ステップＳ１０４：回線交換ドメインを用いて、構成パラメータを移動交換局にアップ
ロードする。それにより移動交換局は、構成パラメータを回線交換ドメインのコール付加
サービス構成として、ホームロケーションレジスタに保存する。
【００３８】
　本実施形態では、端末は、上記の入力された構成パラメータを関数呼出パラメータとし
て用いて、無線インタフェースレイヤ（ＲＩＬ、radio　interface　layer）の通信イン
タフェース関数を呼び出し、回線交換ドメインを用いて、コアネットワーク内に位置する
移動交換局ＭＳＣに構成パラメータを送信してよい。次に、ＭＳＣは、構成パラメータを
ホームロケーションレジスタ（ＨＬＲ、home　location　register）に保存のために送信
する。コール付加サービスに関連しＨＬＲに保存される構成パラメータは、回線交換ドメ
インのコール付加サービス構成である。
【００３９】
　既存のスマートフォンなどのモバイル通信機器のオペレーティングシステム（Android
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やWindows　Mobileなど）は、一般に、ＲＩＬフレームワークコードを提供する。オペレ
ーティングシステムによって提供される通信インタフェース関数が呼び出されているとき
、モバイル通信機器のベースバンドプロセッサを制御して無線チャネルのデータ送受信作
業を行うことができ、モバイル通信機器によって送信された命令は、回線交換ドメインを
介して一連のネットワーク要素を用いて、ホームロケーションレジスタに送られる。
【００４０】
　例えば、Androidシステムでは、ＲＩＬフレームワークのsetCallWaiting関数（コール
ウェイティングサービスを設定するためのＲＩＬ通信インタフェース関数）を呼び出して
、保存のために回線交換ドメインにおいて一連のネットワーク要素を用いることにより、
上記の入力された構成パラメータをホームロケーションレジスタに送るようにベースバン
ドコントローラを制御する対応する命令を生成することができる。
【００４１】
　ホームロケーションレジスタ（ＨＬＲ）は、２Ｇ又は３Ｇ通信ネットワークにおけるモ
バイルユーザ管理を担当するデータベースであり、管理ユーザの加入データとモバイルユ
ーザの位置情報とを保存し、端末へのコールのルーティング情報を提供することができる
。
【００４２】
　本実施形態では、端末が回線交換ドメインを用いて構成パラメータをアップロードする
プロセスは、以下のとおりである。端末は、ＲＩＬインタフェースを介して回線交換ドメ
インのチャネルを用いて、基地局コントローラ（ＢＳＣ、Base　Station　Controller）
に構成パラメータを送信する。次に、基地局コントローラは、共通チャネルシグナリング
ネットワーク（ＣＣＳ、Common　Channel　Signalling、中国ではシグナリングシステム
７と呼ばれる）を用いて、移動交換局（ＭＳＣ、Mobile　Switching　Center）に構成パ
ラメータを送信する。次に、移動交換局は、保存のために構成パラメータをホームロケー
ションレジスタに送信する。
【００４３】
　ステップＳ１０６：返された構成フィードバック情報を受信する。
【００４４】
　ホームロケーションレジスタは、ＭＳＣによって転送された構成パラメータを受信した
後、構成パラメータをホームロケーションレジスタのデータベースに保存する。構成パラ
メータは、回線交換ドメインのコール付加サービス構成である。そして、ホームロケーシ
ョンレジスタは、移動交換局を用いて、構成成功を示す構成フィードバック情報を端末に
返してよい。ホームロケーションレジスタが構成パラメータの保存に失敗した場合、ホー
ムロケーションレジスタは、構成失敗を示す構成フィードバック情報を端末に返してよい
。これに対応して、構成フィードバック情報は、回線交換ドメインの上述した一連のネッ
トワーク要素を用いることにより、端末に返される。端末は、ＲＩＬレイヤを介して構成
フィードバック情報を解析することにより、構成フィードバック情報を取得してよい。
【００４５】
　ステップＳ１０８：構成フィードバック情報に従って、構成が成功したか否かを決定し
、構成が成功した場合、ステップＳ１１０を実行する。そうでない場合、ステップＳ１１
２を実行する。
【００４６】
　ステップＳ１１０：構成パラメータを端末上のコール付加サービス構成として保存する
。
【００４７】
　ステップＳ１１２：構成失敗。
【００４８】
　構成フィードバック情報が構成が成功したことである場合、端末は構成パラメータを保
存する。端末に保存された構成パラメータは、端末上のコール付加サービス構成である。
すなわち、２Ｇ、３Ｇ又は４Ｇネットワークに関わらず、端末上のコール付加サービス構
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成に従ってサービスが行われる。２Ｇ又は３Ｇネットワークでは、端末上のコール付加サ
ービス構成は、端末に対応するホームロケーションレジスタに保存された、回線交換ドメ
インのコール付加サービス構成と同じである。しかしながら、４Ｇネットワークでは、端
末上のコール付加サービス構成は、マルチメディアサブシステムに対応し且つ端末に保存
されるコール付加サービス構成として用いられる。構成フィードバック情報が失敗を示す
場合、或いは構成フィードバック情報の受信がタイムアウトした場合、構成が失敗したと
決定される。
【００４９】
　一実施形態では、構成が失敗した後、構成パラメータは破棄されてよい。すなわち、端
末に対応するホームロケーションレジスタが回線交換ドメインのコール付加サービス構成
の保存に失敗した場合、端末に保存されたコール付加サービス構成は変更されないので、
端末に保存されたコール付加サービス構成は、ホームロケーションレジスタに保存された
回線交換ドメインのコール付加サービス構成と同期を保つことができる。端末は更に、ネ
ットワーク問題を原因として構成が完了できないことをユーザに通知し、構成を再実行す
るためにネットワークによってカバーされる環境に移動するようユーザに忠告してよい。
【００５０】
　上記のステップを実行するための詳細なシーケンス処理については、図２を参照された
い。図２は、ステップＳ２０２～ステップＳ２０６の全体的なシーケンスプロセスを示す
。
【００５１】
　すなわち、端末上でコール付加サービス構成を設定するとき、ユーザはまず、回線交換
ドメインを用いて、端末に保存されたコール付加サービス構成を端末に対応するホームロ
ケーションレジスタに、端末の回線交換ドメインのコール付加サービス構成としてアップ
ロードするので、２Ｇ又は３Ｇネットワーク上でコール付加サービスを行う際に構成が用
いられる。コール付加サービス構成が回線交換ドメインを用いて正常にアップロードされ
た場合、コール付加サービス構成は端末にローカルで保存されるので、4G　VoLTEネット
ワークでコール付加サービスが行われる。したがって、端末にローカルで保存されたコー
ル付加サービス構成は、端末に対応するホームロケーションレジスタに端末によって保存
された、回線交換ドメインのコール付加サービス構成と同じである。ユーザは、端末上で
１度だけ正常に構成を実行することにより、異なる通信ネットワークにおいて対応する構
成を同時に完了することができる。加えて、ユーザが回線交換ドメインの構成に失敗した
場合でも、端末にローカルで保存されたコール付加サービス構成は変更されず、それによ
り、異なる通信ネットワークにおいてコール付加サービス構成の一貫性が保証される。し
たがって、複数の通信ネットワークにおいて、上記の付加サービス構成は、複数の通信ネ
ットワークに適応する比較的高い能力を有する。
【００５２】
　更に、本実施形態では、入力された付加サービス構成命令を受信するステップの前に、
本方法は更に、
　電源投入命令を受信し、回線交換ドメインを用いて、ホームロケーションレジスタから
、回線交換ドメインのコール付加サービス構成をダウンロードし、ダウンロードされた回
線交換ドメインのコール付加サービス構成を、端末上のコール付加サービス構成として保
存のために保存するステップ、
　を含む。
【００５３】
　上記のステップを実行するための詳細なシーケンスプロセスについては、図３を参照さ
れたい。図３は、携帯電話端末が、電源投入の後、回線交換ドメインを用いて、回線交換
ドメインのコール付加サービス構成を、携帯電話端末に対応するホームロケーションレジ
スタにアップロードする全体的なシーケンスプロセスを示す。
【００５４】
　一実施形態では、回線交換ドメインを用いて、回線交換ドメインの端末に対応するコー
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ル付加サービス構成をホームロケーションレジスタからダウンロードするステップは、具
体的には、
　無線インタフェースレイヤの通信インタフェース関数を呼び出し、関数を用いて、ホー
ムロケーションレジスタから回線交換ドメインのコール付加サービス構成をダウンロード
するステップ、
　であってよい。
【００５５】
　例えば、スマートフォンがAndroidシステムを用いる適用シナリオでは、上記のように
、Androidフォンが電源投入されると、コールウェイティングサービス構成情報を照会す
るための照会命令を生成するために、Androidシステムによって提供されるＲＩＬフレー
ムワークの通信インタフェース関数（例えばqueryCallWaitingのＲＩＬ通信インタフェー
ス関数）が起動プログラムにおいて用いられてよく、照会命令は、回線交換ドメインを用
いてホームロケーションレジスタに送信される。ホームロケーションレジスタは、命令に
従って、端末に対応する回線交換ドメインのコールウェイティングサービス構成（例えば
、サービスのイネーブル状態識別子）を照会する。次に、ホームロケーションレジスタは
、移動交換局及びＢＳＣを用いて、端末にコールウェイティングサービス構成を送信する
。
【００５６】
　回線交換ドメインの返されたコールウェイティングサービス構成を受信した後、端末は
それをローカルで保存してよい。端末に保存されるコールウェイティングサービス構成は
、４Ｇネットワーク上で用いられ且つマルチメディアサブシステム（ＩＭＳドメイン）に
対応するか、又はコールウェイティングサービス構成が端末に保存される必要のある別の
通信ネットワーク上で用いられるコール付加サービス構成として用いられてよい。
【００５７】
　すなわち、端末が電源投入されると、端末はまず、回線交換ドメイン（ＣＳドメイン）
を用いて、ホームロケーションレジスタから、回線交換ドメインの端末に対応するコール
付加サービス構成を照会し、照会した構成をＩＭＳドメインのコール付加サービス構成と
して用いてよい。したがって、端末が電源投入されるときにＣＳドメインのコール付加サ
ービス構成とＩＭＳドメインのコール付加サービス構成は一致する。端末が電源投入され
るとき、端末にローカルで保存されたコール付加サービス構成は、端末のサポートする全
てのネットワークタイプに対して同期を維持し一致する。ユーザにとって、端末に保存さ
れたコール付加サービス構成は、全ての通信ネットワークタイプに適用可能な構成コンテ
ンツである。異なるカテゴリに従って別個の構成を更に実行する必要がなく、それにより
、複数の通信ネットワークにおいて複数の通信ネットワークに適応する能力が改善される
。
【００５８】
　同様に、端末が回線交換ドメインを用いてコール付加サービス構成を照会することに失
敗した場合（端末が２Ｇネットワーク及び３Ｇネットワークによってカバーされるエリア
内にないか、或いは信号が弱い場合）、端末は、ローカルに存在するコール付加サービス
構成を変更しない。
【００５９】
　本実施形態では、入力された付加サービス構成命令を受信するステップの前に、本方法
は更に、
　サービス構成表示命令を受信し、回線交換ドメインを用いて、ホームロケーションレジ
スタから、回線交換ドメインのコール付加サービス構成をダウンロードするステップと、
ダウンロードされた回線交換ドメインのコール付加サービス構成を、端末上のコール付加
サービス構成として保存のために保存し、コール付加サービス構成を表示するステップと
、
　を含んでよい。
【００６０】
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　上記のステップを実行するための詳細なシーケンスプロセスについては、図４を参照さ
れたい。図４は、ユーザがコール付加サービス構成の構成インタフェースを入力した後に
、携帯電話端末が回線交換ドメインを用いて、ホームロケーションレジスタにより、コー
ル付加サービス構成を実行する全体のシーケンスプロセスを示す。
【００６１】
　例えば、スマートフォンがAndroidシステムを用いる適用シナリオでは、上記のように
、ユーザがAndroidフォンでコール付加サービス構成ページを開くと、サービス構成表示
命令が入力される。端末は、コールウェイティングサービス構成情報を照会するための照
会命令を生成するために、Androidシステムによって提供されるＲＩＬフレームワークの
通信インタフェース関数（例えばqueryCallWaitingのＲＩＬ通信インタフェース関数）を
呼び出し、照会命令をホームロケーションレジスタに送信することができる。ホームロケ
ーションレジスタは、命令に従って、端末に対応する回線交換ドメインのコールウェイテ
ィングサービス構成（例えば、サービスのイネーブル状態識別子）を照会し、それから移
動交換局を用いて、コールウェイティングサービス構成を端末に返す。
【００６２】
　回線交換ドメインの返されたコールウェイティングサービス構成を受信した後、端末は
、ユーザに対して、回線交換ドメインの返されたコールウェイティングサービス構成をペ
ージ上に表示し、回線交換ドメインの返されたコールウェイティングサービス構成をロー
カルに保存して、ローカルに保存されたコールウェイティングサービス構成をオーバーラ
イドする。回線交換ドメインの返されたコールウェイティングサービス構成は、マルチメ
ディアサブシステム（ＩＭＳドメイン）に対応するコール付加サービス構成として用いら
れてよい。
【００６３】
　別の実施形態では、構成フィードバック情報に従って構成が成功したか否かを決定する
ステップＳ１０８の実行結果が構成に失敗したことである場合、構成パラメータは依然と
して端末上のコール付加サービス構成として保存されてよい。しかしながら、端末に保存
されたコール付加サービス構成を定期的に移動交換局にアップロードする必要がないので
、移動交換局は、端末に保存されたコール付加サービス構成を回線交換ドメインのコール
付加サービス構成として、ホームロケーションレジスタに保存する。
【００６４】
　上記のステップを実行するための詳細なシーケンスプロセスについては、図５を参照さ
れたい。図５は、回線交換ドメインを用いてホームロケーションレジスタに回線交換ドメ
インのコール付加サービス構成をアップロードすることに失敗した後、携帯電話端末が定
期的に構成を再実行する全体的なシーケンスプロセスを示す。
【００６５】
　すなわち、本実施形態では、ユーザが端末のコール付加サービス構成インタフェースを
開いて構成を実行するとき、回線交換ドメインのコール付加サービス構成が回線交換ドメ
インを用いてホームロケーションレジスタにアップロードされた後に得られる返された結
果が、設定失敗又はタイムアウトである（端末が２Ｇ又は３Ｇネットワークによってカバ
ーされるエリアにないか、端末の信号が弱い）場合、ユーザによって入力されたコール付
加サービス構成は、依然として、保存のための端末上のコール付加サービス構成として用
いられる。しかしながら、ホームロケーションレジスタが構成成功を示す構成フィードバ
ック情報を返すまで、コール付加サービス構成は継続的にホームロケーションレジスタに
定期的に送信される。
【００６６】
　上記の例で説明されたように、ユーザがローカルにコールウェイティングサービスをイ
ネーブル状態に設定したが、ＲＩＬフレームワークの通信インタフェース関数setCallWai
tingを用いて返された設定結果が失敗を示す場合、コールウェイティングサービスは依然
として、端末上でイネーブル状態に設定されている。しかしながら、コールウェイティン
グサービスをイネーブル状態に設定するための構成パラメータをホームロケーションレジ
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スタに対して開始するために、予め設定された時間の間隔（例えば１０分、３０分、１時
間）で、ＲＩＬフレームワークの通信インタフェース関数setCallWaitingを呼び出す必要
がある。端末が２Ｇ又は３Ｇネットワークによってカバーされるエリアに移動するか、端
末の信号強度が回復する場合、ホームロケーションレジスタによって返された構成成功メ
ッセージが受信されてよい。したがって、setCallWaiting関数を定期的に呼び出すロジッ
クが終了する。
【００６７】
　この解決策を採用することにより、ユーザは任意の環境で構成を実行することができる
。例えば、ユーザが閉鎖空間におり、上記の解決策が用いられる場合、閉鎖空間内でユー
ザによりコール付加サービス構成を実行するプロセスにおいて、回線交換ドメインを用い
て構成を完了することができないので、構成の失敗が常にプロンプトされる。ユーザは、
構成プロセスを完了するために、信号強度が比較的強いエリアに移動する必要がある。し
かしながら、プロセスが追加された後、閉鎖空間内のユーザは構成を１回だけ実行する必
要がある。ユーザが閉鎖空間を離れ、信号強度が回復した後、端末は、回線交換ドメイン
を用いることにより、対応する構成を自動的に完了することができる。それにより、ユー
ザが構成を実行する回数を低減し、操作の利便性を改善することができる。
【００６８】
　別の実施形態では、構成フィードバック情報に従って構成が成功したか否かを決定する
ステップＳ１０８の実行結果が構成が失敗したことである場合、構成パラメータは依然と
して、端末上のコール付加サービス構成として保存されてよい。しかしながら、ネットワ
ークハンドオーバイベントが検出される必要がある。ネットワークハンドオーバが発生し
たことが検出されると、端末に保存されているコール付加サービス構成全体が移動交換局
にアップロードされるので、移動交換局は、端末に保存されているコール付加サービス構
成全体を、回線交換ドメインのコール付加サービス構成としてホームロケーションレジス
タに保存する。すなわち、構成が失敗した場合、回線交換ドメインのコール付加サービス
構成を定期的にアップロードする必要はないが、通信ネットワークのハンドオーバが発生
した場合にのみ、回線交換ドメインのコール付加サービス構成がアップロードされる必要
がある。
【００６９】
　ネットワークハンドオーバイベントは、端末の位置するカバレッジエリアがＬＴＥネッ
トワークから２Ｇ又は３Ｇネットワークにハンドオーバされるとき、又はカバレッジエリ
アが２Ｇ又は３ＧネットワークからＬＴＥネットワークにハンドオーバされるにトリガさ
れるシステムイベントである。ネットワークハンドオーバが発生したことが検出されると
、端末はたしかに２Ｇネットワーク又は３Ｇネットワークのカバレッジにある（そうでな
い場合ハンドオーバプロセスはない）。したがって、回線交換ドメインは接続状態を維持
する。この場合、ローカルに保存されているコール付加サービス構成がホームロケーショ
ンレジスタに保存のために送信されるので、回線交換ドメイン構成指示を定期的に送信す
る構成プロセスにおいて、回線交換ドメイン構成指示が無意味に複数回送信されることを
回避することができる。したがって、回線交換ドメインが通信を開始する回数が低減され
る。モバイルデバイスでは、消費電力が低減され、バッテリ寿命が延長される。
【００７０】
　一実施形態では、コール付加サービス構成のための同期装置が更に対応して提供される
。図６に示されるように、本装置は、構成命令受信モジュール１０２、回線交換ドメイン
構成モジュール１０４、フィードバック情報受信モジュール１０６及びローカル構成モジ
ュール１０８を備える。
【００７１】
　構成命令受信モジュール１０２は、入力された付加サービス構成命令を受信し、付加サ
ービス構成命令に対応する構成パラメータを取得するように構成される。
【００７２】
　回線交換ドメイン構成モジュール１０４は、回線交換ドメインを用いて、構成パラメー
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タを移動交換局にアップロードするように構成される。それにより移動交換局は、構成パ
ラメータを回線交換ドメインのコール付加サービス構成として、ホームロケーションレジ
スタに保存する。
【００７３】
　フィードバック情報受信モジュール１０６は、返された構成フィードバック情報を受信
するように構成される。
【００７４】
　ローカル構成モジュール１０８は、構成フィードバック情報に従って、構成が成功した
か否かを決定し、構成が成功した場合、構成パラメータを端末上のコール付加サービス構
成として保存するように構成される。
【００７５】
　一実施形態では、図７に示されるように、コール付加サービス構成のための同期装置は
更に、電源投入同期モジュール１１０を備える。電源投入同期モジュール１１０は、電源
投入命令を受信し、回線交換ドメインを用いて、ホームロケーションレジスタから、回線
交換ドメインのコール付加サービス構成をダウンロードするように構成され、ダウンロー
ドされた回線交換ドメインのコール付加サービス構成を端末上のコール付加サービス構成
として保存するように構成される。
【００７６】
　一実施形態では、図７に示されるように、コール付加サービス構成のための同期装置は
更に、構成表示モジュール１１２を備える。構成表示モジュール１１２は、サービス構成
表示命令を受信し、回線交換ドメインを用いて、ホームロケーションレジスタから、回線
交換ドメインのコール付加サービス構成をダウンロードし、ダウンロードされた回線交換
ドメインのコール付加サービス構成を端末上のコール付加サービス構成として保存し、端
末上のコール付加サービス構成を表示するように構成される。
【００７７】
　一実施形態では、電源投入同期モジュール１１０又は構成表示モジュール１１２は更に
、無線インタフェースレイヤの通信インタフェース関数を呼び出し、関数を用いて、ホー
ムロケーションレジスタから回線交換ドメインのコール付加サービス構成をダウンロード
するように構成される。
【００７８】
　本実施形態では、ローカル構成モジュール１０８は更に、構成が失敗した場合、構成パ
ラメータを破棄するように構成される。
【００７９】
　別の実施形態では、ローカル構成モジュール１０８は更に、構成が失敗した場合、構成
パラメータを端末上のコール付加サービス構成として保存し、端末に保存されたコール付
加サービス構成を、定期的に移動交換局にアップロードするように構成される。それによ
り移動交換局は、端末に保存されたコール付加サービス構成を回線交換ドメインのコール
付加サービス構成として、ホームロケーションレジスタに保存する。
【００８０】
　一実施形態では、ローカル構成モジュール１０８は更に、構成が失敗した場合、構成パ
ラメータを端末上のコール付加サービス構成として保存し、ネットワークハンドオーバが
発生したことが検出されたとき、端末に保存されたコール付加サービス構成を移動交換局
にアップロードするように構成される。それにより移動交換局は、端末に保存されたコー
ル付加サービス構成を回線交換ドメインのコール付加サービス構成として、ホームロケー
ションレジスタに保存する。
【００８１】
　図８は、本発明の実施形態に係る端末の概略構造図である。図８に示されるように、ユ
ーザ機器は、ＣＰＵやベースバンドコントローラなどの少なくとも１つのプロセッサ４０
１と、少なくとも１つのモバイル通信無線周波数コンポーネント４０３と、メモリ４０４
と、少なくとも１つの通信バス４０２とを備えてよい。通信バス４０２は、これらのコン
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ポーネント間の接続及び通信を実現するように構成される。メモリ４０４は、高速ＲＡＭ
メモリであってもよいし、少なくとも１つの磁気ディスクメモリなどの不揮発性メモリ（
non-volatile　memory）であってもよい。任意に、メモリ４０４は、プロセッサ４０１か
ら遠くに位置する少なくとも１つの記憶装置であってもよい。メモリ４０４には、プログ
ラムコードのセットが保存され、プロセッサ４０１は、メモリに保存されたプログラムコ
ードを呼び出して、
　入力された付加サービス構成命令を受信し、付加サービス構成命令に対応する構成パラ
メータを取得するステップと、
　回線交換ドメインを用いて、構成パラメータを移動交換局にアップロードするステップ
であって、それにより移動交換局は、構成パラメータを回線交換ドメインのコール付加サ
ービス構成として、ホームロケーションレジスタに保存する、ステップと、
　返された構成フィードバック情報を受信するステップと、
　構成フィードバック情報に従って、構成が成功したか否かを決定し、構成が成功した場
合、構成パラメータを端末上のコール付加サービス構成として保存するステップと、
　を行うように構成される。
【００８２】
　任意に、入力された付加サービス構成命令を受信するステップの前に、プロセッサ４０
１は更に、
　電源投入命令を受信し、回線交換ドメインを用いて、ホームロケーションレジスタから
、回線交換ドメインのコール付加サービス構成をダウンロードし、
　ダウンロードされた回線交換ドメインのコール付加サービス構成を、端末上のコール付
加サービス構成として保存する。
【００８３】
　任意に、入力された付加サービス構成命令を受信するステップの前に、プロセッサ４０
１は更に、
　サービス構成表示命令を受信し、回線交換ドメインを用いて、ホームロケーションレジ
スタから、回線交換ドメインのコール付加サービス構成をダウンロードし、
　ダウンロードされた回線交換ドメインのコール付加サービス構成を、端末上のコール付
加サービス構成として保存し、端末上のコール付加サービス構成を表示する。
【００８４】
　任意に、プロセッサ４０１が、回線交換ドメインを用いてホームロケーションレジスタ
から回線交換ドメインのコール付加サービス構成をダウンロードするステップは、
　無線インタフェースレイヤの通信インタフェース関数を呼び出し、関数を用いて、前記
ホームロケーションレジスタから回線交換ドメインのコール付加サービス構成をダウンロ
ードするステップ、
　である。
【００８５】
　任意に、構成フィードバック情報に従って、構成が成功したか否かを決定するステップ
の後に、プロセッサ４０１は更に、
　構成が失敗した場合、構成パラメータを破棄する。
【００８６】
　任意に、構成フィードバック情報に従って、構成が成功したか否かを決定するステップ
の後に、プロセッサ４０１は更に、
　構成が失敗した場合、構成パラメータを端末上のコール付加サービス構成として保存し
、
　端末に保存されたコール付加サービス構成を、移動交換局に定期的にアップロードする
。それにより移動交換局は、端末に保存されたコール付加サービス構成を回線交換ドメイ
ンのコール付加サービス構成として、ホームロケーションレジスタに保存する。
【００８７】
　任意に、構成フィードバック情報に従って、構成が成功したか否かを決定するステップ
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の後に、プロセッサ４０１は更に、
　構成が失敗した場合、構成パラメータを端末上のコール付加サービス構成として保存し
、
　ネットワークハンドオーバが発生したことが検出されたとき、端末に保存されたコール
付加サービス構成を移動交換局にアップロードする。それにより移動交換局は、端末に保
存されたコール付加サービス構成を回線交換ドメインのコール付加サービス構成として、
ホームロケーションレジスタに保存する。
【００８８】
　一実施形態では、上記課題を解決するために、コール付加サービス構成のための同期シ
ステムが更に提案される。図９に示されるように、本システムは、端末１０及びホームロ
ケーションレジスタ２０を備える。
【００８９】
　端末１０は、入力された付加サービス構成命令を受信し、付加サービス構成命令に対応
する構成パラメータを取得し、回線交換ドメインを用いて、構成パラメータを移動交換局
にアップロードするように構成される。それにより移動交換局は、構成パラメータを回線
交換ドメインのコール付加サービス構成として、ホームロケーションレジスタに保存する
。
【００９０】
　ホームロケーションレジスタ２０は、移動交換局を用いて、対応する構成フィードバッ
ク情報を端末に返すように構成される。
【００９１】
　端末１０は更に、構成フィードバック情報に従って、構成が成功したか否かを決定し、
構成が成功した場合、構成パラメータを端末上のコール付加サービス構成として、端末に
保存するように構成される。
【００９２】
　一実施形態では、図１０に示されるように、コール付加サービス構成のための同期シス
テムは更に、ホームサブスクライバサーバ３０を備える。
【００９３】
　端末１０は更に、回線交換ドメインに基づく通信ネットワークにハンドオーバされると
き、端末１０に保存されたコール付加サービス構成を取得し、端末１０に保存されたコー
ル付加サービス構成を、端末１０に対応するホームサブスクライバサーバ３０に保存のた
めにアップロードするように構成される。
【００９４】
　ホームサブスクライバサーバ３０は更に、端末１０に対応するホームロケーションレジ
スタ２０にコール付加サービス構成を送信するように構成される。コール付加サービス構
成は、回線交換ドメインのコール付加サービス構成として保存される。
【００９５】
　一実施形態では、図１０に示されるように、ホームロケーションレジスタ２０は更に、
端末１０がマルチメディアサブシステムに基づく通信ネットワークにハンドオーバされた
とき、回線交換ドメインの端末１０に対応するコール付加サービス構成を、端末に対応す
るホームサブスクライバサーバ３０に送信するように構成される。
【００９６】
　ホームサブスクライバサーバ３０は更に、受信された回線交換ドメインの端末１０に対
応するコール付加サービス構成を端末に送るように構成される。これにより端末１０は、
回線交換ドメインの端末に対応するコール付加サービス構成を、端末上のコール付加サー
ビス構成として保存する。
【００９７】
　一実施形態では、コール付加サービス構成のネットワーク適応を改善するために、上記
のコール付加サービス構成のための同期システムについて、コール付加サービス構成の同
期方法が更に提案される。本方法はコンピュータプログラムに依存することができ、コン
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ピュータプログラムは、フォンノイマン（von　Neumann）システムに従うコンピュータシ
ステム上で動作することができる。コンピュータシステムは、端末及びホームロケーショ
ンレジスタを備える図９に示されるコンピュータシステム、又は、端末、ホームロケーシ
ョンレジスタ及びホームサブスクライバサーバを備える図１０に示されるコンピュータシ
ステムであってよい。
【００９８】
　本実施形態では、具体的には、図１１に示されるように、本方法は以下を含む。
【００９９】
　ステップＳ２０２：端末が、入力された付加サービス構成命令を受信し、付加サービス
構成命令に対応する構成パラメータを取得し、回線交換ドメインを用いて、構成パラメー
タを移動交換局にアップロードする。それにより移動交換局は、構成パラメータを回線交
換ドメインのコール付加サービス構成として、ホームロケーションレジスタに保存する。
【０１００】
　ステップＳ２０４：ホームロケーションレジスタが、移動交換局を用いて、対応する構
成フィードバック情報を端末に返す。
【０１０１】
　付加サービス構成命令は、付加サービスを構成するための命令であり、例えば、コール
ウェイティングサービスを有効化又は無効化するための命令である。構成パラメータは、
コール付加サービスを実行するために用いられ、且つ付加サービス構成命令に含まれるパ
ラメータである。
【０１０２】
　本実施形態では、統一的なコール付加サービス構成インタフェースが表示されてよい。
統一的な構成インタフェースは、全ての既存のモバイルネットワークタイプに適用可能な
コール付加サービスの構成パラメータを構成するために用いられる。例えば、チェックボ
ックス（checkbox）を用いて、コールウェイティングサービスを構成することができる。
ユーザがチェックボックスを選択すると（コールウェイティングサービスを有効化するた
めの構成命令を入力することを意味する）、入力された構成パラメータが有効化される。
又は、ユーザがチェックボックスの選択を解除した場合（コールウェイティングサービス
を無効化するための構成命令を入力することを意味する）、入力された構成パラメータは
無効化される。全てのモバイルネットワークタイプに適用可能であり、且つ統一的な構成
インタフェースを用いて入力される構成パラメータは、端末上のコール付加サービス構成
である。端末上のコール付加サービス構成は、上記のステップを実行する端末に保存され
、コール付加サービス構成が端末に保存されているマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ
ドメイン）又は別の通信ネットワークに対応する４Ｇネットワークに適用することができ
る。
【０１０３】
　本実施形態では、端末は、上記の入力された構成パラメータを関数呼出パラメータとし
て用いて、無線インタフェースレイヤ（ＲＩＬ、radio　interface　layer）の通信イン
タフェース関数を呼び出し、回線交換ドメインを用いて、コアネットワーク内に位置する
移動交換局ＭＳＣに構成パラメータを送信してよい。次に、ＭＳＣは、構成パラメータを
ホームロケーションレジスタ（ＨＬＲ、home　location　register）に保存のために送信
する。コール付加サービスに関連しＨＬＲに保存される構成パラメータは、回線交換ドメ
インのコール付加サービス構成である。
【０１０４】
　既存のスマートフォンなどのモバイル通信機器のオペレーティングシステム（Android
やWindows　Mobileなど）は、一般に、ＲＩＬフレームワークコードを提供する。オペレ
ーティングシステムによって提供される通信インタフェース関数が呼び出されているとき
、モバイル通信機器のベースバンドプロセッサを制御して無線チャネルのデータ送受信作
業を行うことができ、モバイル通信機器によって送信された命令は、回線交換ドメインを
介して一連のネットワーク要素を用いて、ホームロケーションレジスタに送られる。
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【０１０５】
　例えば、Androidシステムでは、ＲＩＬフレームワークのsetCallWaiting関数（コール
ウェイティングサービスを設定するためのＲＩＬ通信インタフェース関数）を呼び出して
、保存のために回線交換ドメインにおいて一連のネットワーク要素を用いることにより、
上記の入力された構成パラメータをホームロケーションレジスタに送るようにベースバン
ドコントローラを制御する対応する命令を生成することができる。
【０１０６】
　ホームロケーションレジスタ（ＨＬＲ）は、２Ｇ又は３Ｇ通信ネットワークにおけるモ
バイルユーザ管理を担当するデータベースであり、管理ユーザの加入データとモバイルユ
ーザの位置情報とを保存し、端末へのコールのルーティング情報を提供することができる
。
【０１０７】
　本実施形態では、端末が回線交換ドメインを用いて構成パラメータをアップロードする
プロセスは、以下のとおりである。端末は、ＲＩＬインタフェースを介して回線交換ドメ
インのチャネルを用いて、基地局コントローラ（ＢＳＣ、Base　Station　Controller）
に構成パラメータを送信する。次に、基地局コントローラは、共通チャネルシグナリング
ネットワーク（ＣＣＳ、Common　Channel　Signalling、中国ではシグナリングシステム
７と呼ばれる）を用いて、移動交換局（ＭＳＣ、Mobile　Switching　Center）に構成パ
ラメータを送信する。次に、移動交換局は、保存のために構成パラメータをホームロケー
ションレジスタに送信する。
【０１０８】
　ホームロケーションレジスタは、ＭＳＣによって転送された構成パラメータを受信した
後、構成パラメータをホームロケーションレジスタのデータベースに保存する。構成パラ
メータは、回線交換ドメインのコール付加サービス構成である。そして、ホームロケーシ
ョンレジスタは、移動交換局を用いて、構成成功を示す構成フィードバック情報を端末に
返してよい。ホームロケーションレジスタが構成パラメータの保存に失敗した場合、ホー
ムロケーションレジスタは、構成失敗を示す構成フィードバック情報を端末に返してよい
。これに対応して、構成フィードバック情報は、回線交換ドメインの上述した一連のネッ
トワーク要素を用いることにより、端末に返される。端末は、ＲＩＬレイヤを介して構成
フィードバック情報を解析することにより、構成フィードバック情報を取得してよい。
【０１０９】
　ステップＳ２０６：端末が更に、構成フィードバック情報に従って、構成が成功したか
否かを決定し、構成が成功した場合、構成パラメータを端末上のコール付加サービス構成
として端末に保存する。
【０１１０】
　構成フィードバック情報が構成が成功したことである場合、端末は構成パラメータを保
存する。端末に保存された構成パラメータは、端末上のコール付加サービス構成である。
端末に保存された構成パラメータは、端末上のコール付加サービス構成である。すなわち
、２Ｇ、３Ｇ又は４Ｇネットワークに関わらず、端末上のコール付加サービス構成に従っ
てサービスが行われる。２Ｇ又は３Ｇネットワークでは、端末上のコール付加サービス構
成は、端末に対応するホームロケーションレジスタに保存された、回線交換ドメインのコ
ール付加サービス構成と同じである。しかしながら、４Ｇネットワークでは、端末上のコ
ール付加サービス構成は、マルチメディアサブシステムに対応し且つ端末に保存されるコ
ール付加サービス構成として用いられる。構成フィードバック情報が失敗を示す場合、或
いは構成フィードバック情報の受信がタイムアウトした場合、構成が失敗したと決定され
る。
【０１１１】
　一実施形態では、構成が失敗した後、構成パラメータは破棄されてよい。すなわち、端
末に対応するホームロケーションレジスタが回線交換ドメインのコール付加サービス構成
の保存に失敗した場合、端末に保存されたコール付加サービス構成は変更されないので、
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端末に保存されたコール付加サービス構成は、ホームロケーションレジスタに保存された
回線交換ドメインのコール付加サービス構成と同期を保つことができる。端末は更に、ネ
ットワーク問題を原因として構成が完了できないことをユーザに通知し、構成を再実行す
るためにネットワークによってカバーされる環境に移動するようユーザに忠告してよい。
【０１１２】
　上記のステップを実行するための詳細なシーケンスプロセスについては、図２を参照さ
れたい。図２は、ステップＳ２０２～ステップＳ２０６の全体的なシーケンスプロセスを
示す。
【０１１３】
　すなわち、端末上でコール付加サービス構成を設定するとき、ユーザはまず、回線交換
ドメインを用いて、端末に保存されたコール付加サービス構成を端末に対応するホームロ
ケーションレジスタに、端末の回線交換ドメインのコール付加サービス構成としてアップ
ロードするので、２Ｇ又は３Ｇネットワーク上でコール付加サービスを行う際に構成が用
いられる。コール付加サービス構成が回線交換ドメインを用いて正常にアップロードされ
た場合、コール付加サービス構成は端末にローカルで保存されるので、4G　VoLTEネット
ワークでコール付加サービスが行われる。したがって、端末にローカルで保存されたコー
ル付加サービス構成は、端末に対応するホームロケーションレジスタに端末によって保存
された、回線交換ドメインのコール付加サービス構成と同じである。ユーザは、端末上で
１度だけ正常に構成を実行することにより、異なる通信ネットワークにおいて対応する構
成を同時に完了することができる。加えて、ユーザが回線交換ドメインの構成に失敗した
場合でも、端末にローカルで保存されたコール付加サービス構成は変更されず、それによ
り、異なる通信ネットワークにおいてコール付加サービス構成の一貫性が保証される。し
たがって、複数の通信ネットワークにおいて、上記の付加サービス構成は、複数の通信ネ
ットワークに適応する比較的高い能力を有する。
【０１１４】
　更に、本実施形態では、入力された付加サービス構成命令を受信するステップの前に、
本方法は更に、
　電源投入命令を受信し、回線交換ドメインを用いて、ホームロケーションレジスタから
、回線交換ドメインのコール付加サービス構成をダウンロードし、ダウンロードされた回
線交換ドメインのコール付加サービス構成を、端末上のコール付加サービス構成として保
存のために保存するステップ、
　を含む。
【０１１５】
　上記のステップを実行するための詳細なシーケンスプロセスについては、図３を参照さ
れたい。図３は、携帯電話端末が、電源投入の後、回線交換ドメインを用いて、回線交換
ドメインのコール付加サービス構成を、携帯電話端末に対応するホームロケーションレジ
スタにアップロードする全体的なシーケンスプロセスを示す。
【０１１６】
　一実施形態では、回線交換ドメインを用いて、回線交換ドメインの端末に対応するコー
ル付加サービス構成をホームロケーションレジスタからダウンロードするステップは、具
体的には、
　無線インタフェースレイヤの通信インタフェース関数を呼び出し、関数を用いて、ホー
ムロケーションレジスタから回線交換ドメインのコール付加サービス構成をダウンロード
するステップ、
　をであってよい。
【０１１７】
　例えば、スマートフォンがAndroidシステムを用いる適用シナリオでは、上記のように
、Androidフォンが電源投入されると、コールウェイティングサービス構成情報を照会す
るための照会命令を生成するために、Androidシステムによって提供されるＲＩＬフレー
ムワークの通信インタフェース関数（例えばqueryCallWaitingのＲＩＬ通信インタフェー
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ス関数）が起動プログラムにおいて用いられてよく、照会命令は、回線交換ドメインを用
いてホームロケーションレジスタに送信される。ホームロケーションレジスタは、命令に
従って、端末に対応する回線交換ドメインのコールウェイティングサービス構成（例えば
、サービスのイネーブル状態識別子）を照会する。次に、ホームロケーションレジスタは
、移動交換局及びＢＳＣを用いて、端末にコールウェイティングサービス構成を送信する
。
【０１１８】
　回線交換ドメインの返されたコールウェイティングサービス構成を受信した後、端末は
それをローカルで保存してよい。端末に保存されるコールウェイティングサービス構成は
、４Ｇネットワーク上で用いられ且つマルチメディアサブシステム（ＩＭＳドメイン）に
対応するか、又はコールウェイティングサービス構成が端末に保存される必要のある別の
通信ネットワーク上で用いられるコール付加サービス構成として用いられてよい。
【０１１９】
　すなわち、端末が電源投入されると、端末はまず、回線交換ドメイン（ＣＳドメイン）
を用いて、ホームロケーションレジスタから、回線交換ドメインの端末に対応するコール
付加サービス構成を照会し、照会した構成をＩＭＳドメインのコール付加サービス構成と
して用いてよい。したがって、端末が電源投入されるときにＣＳドメインのコール付加サ
ービス構成とＩＭＳドメインのコール付加サービス構成は一致し、端末が電源投入される
とき、端末にローカルで保存されたコール付加サービス構成は、端末のサポートする全て
のネットワークタイプに対して同期を維持し一致する。ユーザにとって、端末に保存され
たコール付加サービス構成は、全ての通信ネットワークタイプに適用可能な構成コンテン
ツである。異なるカテゴリに従って別個の構成を更に実行する必要がなく、それにより、
複数の通信ネットワークにおいて複数の通信ネットワークに適応する能力が改善される。
【０１２０】
　同様に、端末が回線交換ドメインを用いてコール付加サービス構成を照会することに失
敗した場合（端末が２Ｇネットワーク及び３Ｇネットワークによってカバーされるエリア
内にないか、或いは信号が弱い場合）、端末は、ローカルに存在するコール付加サービス
構成を変更しない。
【０１２１】
　本実施形態では、本方法は更に、
　端末が、サービス構成表示命令を受信し、回線交換ドメインを用いて、ホームロケーシ
ョンレジスタから、回線交換ドメインのコール付加サービス構成をダウンロードするステ
ップと、ダウンロードされた回線交換ドメインのコール付加サービス構成を、端末上のコ
ール付加サービス構成として保存するために保存し、コール付加サービス構成を表示する
ステップと、
　を含む。
【０１２２】
　上記のステップを実行するための詳細なシーケンスプロセスについては、図４を参照さ
れたい。図４は、ユーザがコール付加サービス構成の構成インタフェースを入力した後に
、携帯電話端末が回線交換ドメインを用いて、ホームロケーションレジスタにより、コー
ル付加サービス構成を実行する全体のシーケンスプロセスを示す。
【０１２３】
　例えば、スマートフォンがAndroidシステムを用いる適用シナリオでは、上記のように
、ユーザがAndroidフォンでコール付加サービス構成ページを開くと、サービス構成表示
命令が入力される。端末は、コールウェイティングサービス構成情報を照会するための照
会命令を生成するために、Androidシステムによって提供される回線交換ドメインのＲＩ
Ｌフレームワークの通信インタフェース関数（例えばqueryCallWaitingのＲＩＬ通信イン
タフェース関数）を呼び出し、照会命令をホームロケーションレジスタに送信することが
できる。ホームロケーションレジスタは、命令に従って、端末に対応する回線交換ドメイ
ンのコールウェイティングサービス構成（例えば、サービスのイネーブル状態識別子）を
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照会し、それから移動交換局を用いて、コールウェイティングサービス構成を端末に返す
。
【０１２４】
　回線交換ドメインの返されたコールウェイティングサービス構成を受信した後、端末は
、ユーザに対して、回線交換ドメインの返されたコールウェイティングサービス構成をペ
ージ上に表示し、回線交換ドメインの返されたコールウェイティングサービス構成をロー
カルに保存して、ローカルに保存されたコールウェイティングサービス構成をオーバーラ
イドする。回線交換ドメインの返されたコールウェイティングサービス構成は、マルチメ
ディアサブシステム（ＩＭＳドメイン）に対応するコール付加サービス構成として用いら
れてよい。
【０１２５】
　一実施形態では、構成フィードバック情報に従って構成が成功したか否かを決定するス
テップＳ２０６の実行結果が構成に失敗したことである場合、構成パラメータは依然とし
て、端末上のコール付加サービス構成として保存されてよい。しかしながら、端末に保存
されたコール付加サービス構成を定期的に移動交換局にアップロードする必要がないので
、移動交換局は、端末に保存されたコール付加サービス構成を回線交換ドメインのコール
付加サービス構成として、ホームロケーションレジスタに保存する。
【０１２６】
　上記のステップを実行するための詳細なシーケンスプロセスについては、図５を参照さ
れたい。図５は、回線交換ドメインを用いてホームロケーションレジスタにコール付加サ
ービス構成をアップロードすることに失敗した後、携帯電話端末が定期的に構成を再実行
する全体的なシーケンスプロセスを示す。
【０１２７】
　すなわち、本実施形態では、ユーザが端末のコール付加サービス構成インタフェースを
開いて構成を実行するとき、回線交換ドメインのコール付加サービス構成が回線交換ドメ
インを用いてホームロケーションレジスタにアップロードされた後に得られる返された結
果が、設定失敗又はタイムアウトである場合（端末が２Ｇ又は３Ｇネットワークによって
カバーされるエリアにないか、端末の信号が弱い）、ユーザによって入力されたコール付
加サービス構成は、依然として、保存のための端末上のコール付加サービス構成として用
いられる。しかしながら、ホームロケーションレジスタが構成成功を示す構成フィードバ
ック情報を返すまで、コール付加サービス構成は継続的にホームロケーションレジスタに
定期的に送信される。
【０１２８】
　上記の例で説明されたように、ユーザがローカルにコールウェイティングサービスをイ
ネーブル状態に設定したが、ＲＩＬフレームワークの通信インタフェース関数setCallWai
tingを用いて返された設定結果が失敗を示す場合、コールウェイティングサービスは依然
として、端末上でイネーブル状態に設定されている。しかしながら、コールウェイティン
グサービスをイネーブル状態に設定するための構成パラメータをホームロケーションレジ
スタにアップロードするために、予め設定された時間の間隔（例えば１０分、３０分、１
時間）で、ＲＩＬフレームワークの通信インタフェース関数setCallWaitingを呼び出す必
要がある。端末が２Ｇ又は３Ｇネットワークによってカバーされるエリアに移動するか、
端末の信号強度が回復する場合、ホームロケーションレジスタによって返された構成成功
メッセージが受信されてよい。したがって、setCallWaiting関数を定期的に呼び出すロジ
ックが終了する。
【０１２９】
　この解決策を採用することにより、ユーザは任意の環境で構成を実行することができる
。例えば、ユーザが閉鎖空間におり、上記の解決策が用いられる場合、閉鎖空間内でユー
ザによりコール付加サービス構成を実行するプロセスにおいて、回線交換ドメインを用い
て構成を完了することができないので、構成の失敗が常にプロンプトされる。ユーザは、
構成プロセスを完了するために、信号強度が比較的強いエリアに移動する必要がある。し
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かしながら、プロセスが追加された後、閉鎖空間内のユーザは構成を１回だけ実行する必
要がある。ユーザが閉鎖空間を離れ、信号強度が回復した後、端末は、回線交換ドメイン
を用いることにより、対応する構成を自動的に完了することができる。それにより、ユー
ザが構成を実行する回数を低減し、操作の利便性を改善することができる。
【０１３０】
　更に、本実施形態では、構成フィードバック情報に従って構成が成功したか否かを決定
するステップの実行結果が、構成が失敗したことである場合、構成パラメータは依然とし
て、端末上のコール付加サービス構成として保存されてよい。しかしながら、ネットワー
クハンドオーバイベントが検出される必要がある。ネットワークハンドオーバが発生した
ことが検出されると、端末に保存されたコール付加サービス構成は移動交換局にアップロ
ードされるので、移動交換局は、端末に保存されたコール付加サービス構成を回線交換ド
メインのコール付加サービス構成として、ホームロケーションレジスタに保存する。すな
わち、構成が失敗した場合、回線交換ドメインのコール付加サービス構成を定期的にアッ
プロードする必要はないが、通信ネットワークのハンドオーバが発生した場合にのみ、回
線交換ドメインのコール付加サービス構成がアップロードされる必要がある。
【０１３１】
　ネットワークハンドオーバイベントは、端末の位置するカバレッジエリアがＬＴＥネッ
トワークから２Ｇ又は３Ｇネットワークにハンドオーバされるとき、又はカバレッジエリ
アが２Ｇ又は３ＧネットワークからＬＴＥネットワークにハンドオーバされるにトリガさ
れるシステムイベントである。ネットワークハンドオーバが発生したことが検出されると
、端末はたしかに２Ｇネットワーク又は３Ｇネットワークのカバレッジにある（そうでな
い場合ハンドオーバプロセスはない）。したがって、回線交換ドメインは接続状態を維持
する。この場合、ローカルに保存されているコール付加サービス構成がホームロケーショ
ンレジスタに保存のために送信されるので、回線交換ドメイン構成指示を定期的に送信す
る構成プロセスにおいて、回線交換ドメイン構成指示が無意味に複数回送信されることを
回避することができる。したがって、回線交換ドメインが通信を開始する回数が低減され
る。モバイルデバイスでは、消費電力が低減され、バッテリ寿命が延長される。
【０１３２】
　一実施形態では、コール付加サービス構成の同期方法は更に、
　端末が、回線交換ドメインに基づく通信ネットワークにハンドオーバされるとき、端末
に保存されたコール付加サービス構成を取得し、端末に保存されたコール付加サービス構
成を、端末に対応するホームサブスクライバサーバに保存のためにアップロードするステ
ップと、
　ホームサブスクライバサーバが、コール付加サービス構成を端末に対応するホームロケ
ーションレジスタに保存のために送信するステップと、
　を含む。
【０１３３】
　ホームサブスクライバサーバ（ＨＳＳ、Home　Subscriber　Server）は、ＬＴＥネット
ワークにおいてユーザ構成を保存するように構成されたサーバであり、ＨＬＲのアップグ
レード版であり、移動交換局ＭＳＣに接続される。詳細については、図１０を参照された
い。端末がＬＴＥネットワークによってカバーされるエリアから従来の２Ｇ又は３Ｇネッ
トワークによってカバーされるエリアに移動すると、カバレッジエリアハンドオーバが発
生する。図１２に示されるように、端末はまず、ＩＭＳドメインｅＮｏｄｅＢ（すなわち
進化型ノードＢ、ここで進化型ノードＢは略してｅＮＢと称され、ＬＴＥネットワークの
基地局である）と、ＩＭＳドメインＳＧＳＮ（Serving　GPRS　SUPPORT　NODE、ＬＴＥネ
ットワーク内の移動交換局）とを用いて、ローカルに保存されたコール付加サービス構成
をＨＳＳに保存のためにアップロードする。次いで、ＨＳＳは、ＳＧＳＮを用いて、端末
が保存のためにハンドオーバされるサービスエリアに対応するＨＬＲに、コール付加サー
ビス構成を送信する（別の実施形態では、ＨＳＳはＨＬＲと直接的に同期されてよく、２
つの同期方法については、図１０の破線の接続を参照されたい）。端末が従来の２Ｇ又は
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３Ｇネットワーク上でコール付加サービスを行う必要がある場合、端末に対応するＭＳＣ
は、ＨＬＲに保存されたコール付加サービス構成に従って、サービスを行うことができる
。
【０１３４】
　更に、本実施形態では、コール付加サービス構成の同期方法は更に、
　ホームロケーションレジスタが、端末がマルチメディアサブシステムに基づく通信ネッ
トワークにハンドオーバされるとき、回線交換ドメインの端末に対応するコール付加サー
ビス構成を、端末に対応するホームサブスクライバサーバに送信するステップと、
　ホームサブスクライバサーバが、更に、受信された回線交換ドメインの端末に対応する
コール付加サービス構成を端末に送るステップであって、それにより端末は、回線交換ド
メインの端末に対応するコール付加サービス構成を、端末上のコール付加サービス構成と
して保存する、ステップと、
　を含む。
【０１３５】
　端末が従来の２Ｇ又は３ＧネットワークによってカバーされるエリアからＬＴＥネット
ワークによってカバーされるエリアに移動すると、カバレッジエリアハンドオーバが同様
に発生する。図１３に示されるように、ハンドオーバが発生すると、まず、端末に対応す
るホームロケーションレジスタＨＬＲは、ＭＳＣを用いて、端末によりホームロケーショ
ンレジスタに保存されたコール付加サービス構成を、端末がハンドオーバされるサービス
エリアに対応するホームサブスクライバサーバＨＳＳに保存するために送信する。次に、
ホームサブスクライバサーバＨＳＳは、ＩＭＳドメインを用いて、コール付加サービス構
成を端末に送って、同期を実行する。端末がＬＴＥネットワーク上でコール付加サービス
を行う必要がある場合、端末に対応するネットワーク要素は、端末に保存されたコール付
加サービス構成に従ってサービスを行うことができる。
【０１３６】
　すなわち、既存のオペレータがネットワーク上にコール付加サービスを保存するための
インタフェースを提供する場合、すなわち、端末上のコール付加サービス構成を保存する
ためのホームサブスクライバサーバＨＳＳ上のインタフェースを提供する場合、端末は、
保存されたコール付加サービス構成に関してＨＳＳと同期を維持することができる。しか
しながら、異なるネットワーク環境間でハンドオーバが実行される場合、異なるネットワ
ーク環境においてユーザによって実行されるコール付加サービス構成は、異なるネットワ
ークに属するホームサブスクライバサーバ及びホームロケーションレジスタによって同期
されてよい。ユーザは、端末上で何も変更する必要はなく、端末上で１回構成を行う必要
があるのみであるので、ＨＳＳとＨＬＲとの間の同期により、全てのネットワークタイプ
が適応可能である。よって、端末に保存されたコール付加サービス構成の、複数の通信ネ
ットワークに適応する能力が改善される。
【０１３７】
　本発明の実施形態は更に、コンピュータ記憶媒体を提案し、コンピュータ記憶媒体はプ
ログラムを保存する。プログラムの実行中は、図１を参照して本発明の実施の形態で説明
されたコール付加サービス構成の同期方法の一部又は全部のステップが実行される。
【０１３８】
　上記のコール付加サービス構成の同期方法では、ローカルのコール付加サービス構成を
実行するとき、ユーザはまず、回線交換ドメインを用いて、ユーザの端末に対応するホー
ムロケーションレジスタに対して構成を実行し、それから、回線交換ドメインの構成結果
に従って、ローカル構成を有効にするか否かを選択する。それにより、ユーザのローカル
構成（ＩＭＳドメインのコール付加サービス）とホームロケーションレジスタに保存され
た構成（ＣＳドメインのコール付加サービス構成）との同期を維持することができる。し
たがって、ＬＴＥネットワークと従来の２Ｇ及び３Ｇネットワークとに同時にユーザのロ
ーカル構成を適用することができ、端末に保存されたコール付加サービス構成の、複数の
通信ネットワークに適応する能力が改善される。
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【０１３９】
　上記の実施形態では、各実施形態の説明にそれぞれ重点を置いている。一実施形態にお
いて詳細に記載されていない部分については、他の実施形態における関連説明を参照する
ことができる。
【０１４０】
　当業者であれば、実施形態の方法のプロセスの全部又は一部を、関連するハードウェア
に命令するコンピュータプログラムによって実施することができることを理解できるであ
ろう。プログラムは、コンピュータ可読記憶媒体に保存されてよい。プログラムが実行さ
れると、実施形態の方法のプロセスが実行される。上記の記憶媒体は、磁気ディスク、光
ディスク、リードオンリメモリ（Read-Only　Memory、ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモ
リ（Random　Access　Memory、ＲＡＭ）を含んでよい。
【０１４１】
　上記の実施形態は、本発明のいくつかの実施形態を表しているに過ぎない。説明は、比
較的具体的且つ詳細であるが、本発明の特許範囲を限定するものと解釈されるべきではな
い。留意すべきこととして、当業者にとって、本発明の概念においていくつかの変形及び
変更を更に行うことができ、これらは全て本発明の保護範囲に包含される。したがって、
本発明の保護範囲は、以下の特許請求の範囲に従うものとする。

【図１】 【図２】
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